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に下位分類などヰ)おこない.年齢的な差異,性差などの

特徴も明i-1かにしたい,

齢 ある入院鎗裂病患者の結婚問題

若絶間 徹･和泉 良次 (河 渡 病 院1

井田 徹 こ新潟大学精神科)

長期入院中の分裂病患者に生した結婚問題iこついて報

告する.

症例は K.ド.5()才の女性である.患者は S.27年に

叔父夫婦のもとへ養子にはい-つた.実母は既に鉄道事故

で稚亡しており,実父Li:3名の同胞は空襲で死亡してい

た.姉が分裂病で富山の精神科に入院していたr〕しいが

詳細不明である.養父母も既に死亡しており身寄りがな

い.定時制高校を卒業している.

昭和38年 (22才)の発病.屋根かtT〕男の声がするとの

幻聴が出現し,大学病院精神科受診.精神分裂病と診断

され 昭和39年3月かiL)現在まで入退院を繰り返してい

る.幻聴.被害妄想,作為体験を認め,異常休験に影響

され時に不穏となる.感情鈍麻を認め予思考のまとまり

がない.病職に欠ける.このような病状から医瞭保護入

院となり,身寄りがないため新潟市長が保護義務者となっ

てる.なおこの患者には数千万円の棺金と土地と家がある.

結婿問頓の経過は次の通りである.8月12日午前10時

に以前同病棟に入院していた男性患者 (薬物依存,人格

障害lが婚姻鼠 印鑑を持参で面会に訪れ.患者に開銀

病棟内で署名捺印させた.翌RAよEl,愚者の病状につい

て問い合わせの電話が入り,夫婦になるからと--一方的で

強引 な退院要求があ った. また患者の入院費の問艶,家

の権利書の所在を確認す るなど金銭面の話題ばか りで結

婚の動榛 に不純 な もの を感 した.14日改 めて患者 に結婚

の意思を確認.｢Aさんとは以前結婚していたのでまた

結婚することにし.た.｣との返事で患者に結婚の意思能

力があるとは到底考えt､'かない状態あった.しかしrお

金のことばかりいうので嫌にな--:､てきた.｣と本人L'])気

特が変化したので援護課磯鳳 病院関係者の立会いの下

で応接室において不受坪の届けを記載しても上､-い.同tl

行き受理されなかったとの情報がある.

分裂病著の結婚問題については結婚生活による病状-

の影響などの点から臨床上重要な問題がある.しかし相

談には応じても最終的には個人の問題ということで本人,

家族の判断を見守ることになるわけだが,この症例のよ

うに本人に判断能力もなく.また保護してくれる親族も
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が英に拝iTILていくという意′馴こより成立するもcI')であ

の署名だけでその意思を確認するため形式さえ鞍えはこ

の症例のようをこ明らかをこ意思能力に問題があっても結婚

は成立する.今回も届けが提出されていわば.そLT)時点

で結婚が成立したわ(･十で,その後は保護義務者の変乱

配偶者の退院要求という事態が予測された.患者の財産

の保護などを考えると問嘩はさに)に深刻とな--､たと思わ

れる.今回は不受理属の授上根こより結婚は成立しなかつ

たが,この効力も6ケ月であり､婚姻届が柏手にある間

はまだ解決していない.

7仁多音三左精神神経症代を呈した Castleman
病LTう1例
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Lhermitteの脳脚幻覚症の報告以来.中脳および橋

被蓋部の病変によ畑 意識障害.特有の幻視,睡眠覚醒

り■<ムの障害が起こることは良く知i▲)れている.このほ

か情動 ･意欲に関連した精神症状や精神分裂病様状態左

ども報告されている.今回我々は.5年間にわたり幻′荘

妄想状態,うつ状態などの精神症状を呈し.ついで神経

症状がHj.現した段階で MRlにて中脳橋上部に広範在

虚血性病変が確認された Castlemarl病の44歳の1女性

例を経験した.

Castleman病とは多くは縦隔に発生する良性のりソ

バ節経張を主症状とする症候群である∴馬Tグロ17■りソ

血症を伴うものや.本例のよ･-1にリンパ腫が仮数個所iこ

出現するヰ)のがわずかなが[--あり,再発性.進行性で感

漁症や悪性疾患を合併することが多く予後が悪いとされ

ている.

本例の経過中にふ!･7-二､わた神経症状は,MRIの所見か

LT〕考えて,中脳から橋下部におよぶ梗塞性病変によるも

のである.これは Castlenlan病によるrケtlブりンの

増加摘ミ高粘開度症候群を生じて,脳幹の循環不全を起こ

したこと.さl､:)に Castleman病による高度の貧血が髄

幹の虚血を起こしたことの二つの原田で緩徐に形成され

たと考えられた.

本例においては3回の挿間性の精神病状態のエビ､ノー




